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乳幼児のことばの発達と紙芝居 

―紙芝居『ごろん』と『ふうちゃんのそり』をめぐって― 

Usefulness of KAMISHIBAI for development of infants 

language ability.―Study of two KAMISHIBAI works 

 “GORON”and “FUCHAN NO SORI”― 

 

中川 理恵子 
Rieko Nakagawa 

は じ め に 

一人でお座りすることの出来ない0歳児も、紙芝居を楽しむことが出来る、と伝えると多くの人が

驚く。「0歳児にとって、集団で見る紙芝居は難しいのではないか」「８場面の紙芝居は長いのではな

いか」「離れた所に設置された画面に興味を持たせ続けられないだろう」等と危惧するのである。 

 筆者は、複数の0歳児が集まった場所で紙芝居を演じ、乳児が紙芝居を楽しむことを体験している。

紙芝居舞台の扉が開くと、母親に抱かれた0歳児の観客は、紙芝居の画を見たり演じ手を見たり、時

折はうれしそうに足など動かして、ついに最後まで関心を他にそらすことはなかった。紙芝居は、

乳幼児に、他の児童文化財では得られない、言葉と物語に関する刺激を与えられるといえるのでは

ないか。0歳児の観客の反応を直に感じながらそのように考えた。 

 本稿では、前言語期にある乳児が、紙芝居を楽しむ事が出来るという事実を手がかりに、紙芝居

の特性を確認し、乳幼児のことばの習得とどのような関係があるのか、どのように利用すべきであ

るのかを考察する。その上で、絵本と紙芝居を、文章と脚本の比較を中心に検討することを通じて、

言語の習得になぜ紙芝居が有用であるのかということを考察する。 

１ 乳児の言葉の獲得と紙芝居  

（１）紙芝居『ごろん』の実演から  

紙芝居の制作、販売を手がける童心社は、ホームページ上で、一歳児が保育園で紙芝居を楽しん

でいる様子を動画で伝えている(注1)。しかし、さらに年少のまだ言葉の意味ひとつひとつを理解せ

ず、意味のある言葉を話すことの出来ない0歳児も紙芝居を楽しむのである。 

  筆者がその紙芝居の力を体験したのは、中平順子氏(注2)主催のチャイルドサロンでのことだ。 

 そこでは、毎月１回、中平氏とボランティアスタッフが中心となり、わらべうたあそびや、紙芝

居の実演が行われている。参加費無料、申し込み不要なので、いつも同じ親子が集まって時間をか

乳幼児のことばの発達と紙芝居 221



 ― 2 ― 

けてಙ㢗関係を⠏いていく場ではないが、ᐙᗞⓗな㞺ᅖẼの場である。 

 その᪥（2016年12月13᪥）、チャイルドサロンに集まったのは、12⤌の親子⏕後4ࣨ月から㸰歳ま

で。0歳児が、最も多く、まだ一人で座れない㉥ちゃんも㸰⤌どいた。筆者が演じたのは、ࠑ㸰࣭

㸱歳児のふれあいあそび ことばとからだであそࡰう㸟ࠒとグされている紙芝居『ごろん』（脚本࣭

絵㸭ひろかわさえこ ┘ಟ㸭୕▼▱బ子 童心社 2004）であった。あらすじは௨ୗの通りである。 

、きさんࡠさん、たࡂずみさんがⲡཎでẼもちよさそうにごろんと௮ྥけにᐷていると、うさࡡ 

 。に来てごろんとし、みんなで、あっちやこっちにごろんごろんするࠎびさん、くまさんがḟ

8場面の紙芝居で、画面をᢤくᗘ、動物がቑえた絵が⌧われる。 

 この作ရを演じ⤊わると、その㒊ᒇにいた母親やボランティアスタッフが、ཱྀࠎに「あかちゃん

たち見ていましたࡡ」と驚いたように感を㏙べྜった。0歳児が紙芝居を楽しむ様子は、その場に

集まった者たちにとっても᪂㩭だったようだ。それは、絵本をㄞみ⪺かせしたときと␗なる反応で

あったからではないだろうか。 

（㸰）絵本のㄞみ⪺かせ 

 ᚫỌ‶理は『㉥ちゃんにどんな絵本をㄞもうかな 乳児保育の中の絵本のᙺ』において、0歳児

 。の絵本のㄞみ⪺かせの様子をグ㏙している(注3)

 ⏕後4か月㡭は、絵本を抱っこしてㄞんでも、絵本のうにとんど┠⥺がいかなかったが、5か

月にධったくらいから絵本にど⥺がྥいてくるようになったという。興味῝いのは、この㡭に『に

んじん』という絵本をㄞみ⪺かせしたときの様子である。 

 「ㄞんでいる間、ど⥺はㄞみ手にྥいています。（中␎）時ࠎ、ど⥺は絵本にྥかうけれどやっࡥ

りㄞみ手の㢦にᡠってきます。」(ᘬ用1)さらに「7か月ごろになると、絵本の中の絵にど⥺がいくよ

うになるのですが、ただ絵本を開いて見せているたけでそうなるわけではありません。ㄞんでいる

ところをそっとᣦでᢲさえ、㉥ちゃんの㢦を見てど⥺をྜわせ、㉥ちゃんのど⥺をᣦでᢲさえてい

るところにㄏうのです。㉥ちゃんはᣦでᢲさえたところを見て、またㄞみ手の㢦を見ます。そこで

➗㢦で応えて認めてあࡆる。そんな⧞り㏉しをしていくうちに、絵本とのかかわり᪉を▱り楽しみ

ጞめるようになり、（中␎）１歳ごろには、絵本の中のことばを⪺いて絵を見ることを楽しむように

なってきます。」(ᘬ用2) 

 このᘬ用文からは、絵本の絵を見ながらお話を楽しむという行Ⅽは、乳児が⮬↛に行うことでは

なく、大人が絵本の楽しみ᪉を手どきするᚲ要があることがわかる。なぜなら、乳児が、絵本を

ㄞみ⪺かせする人に興味を持つためだ。 

 ᑠ᳚たみ子は『乳幼児期のことばの発達とその㐜れ』において「ㄌ⏕直後から、㉥ちゃんはスࣆ

ーチ㡢（話すኌ）と他の㡢をᩄ感に⪺きศけ、さらに、母親のኌや⫾児期に⪺いていた母ᅜ語の㡢
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ኌをዲんで⪺くことがわかってます。」(ᘬ用3) とし、「乳児はㄌ⏕時から、人間の㢦、㡢ኌ、スࣆー

チの関心を♧し、⏕後数ศでいろいろな㢦のしぐさや㡢をᶍೌします。」（ᘬ用4） と㏙べている。 

 また、7か月の㉥ちゃんとど⥺をྜわせて絵本の絵にㄏᑟする場面は、┠と┠をྜわせることでࢥ

 。ンをとる㉥ちゃんが♧されているࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗ

 乳児は、人やኌに興味があり、さらに「⏕まれた時からࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン⬟力を持ち、㌟

㟋で࿘ᅖにാきかけている」（ᘬ用5）Ꮡᅾだといえる。この特ᚩを、㋃まえると、ෑ㢌で㏙べた、

まだお座りの出来ない㸲、㸳か月の乳児の紙芝居実演のᡂຌの理⏤がみえてくる。 

（㸱）紙芝居の特性  

乳幼児が紙芝居をாཷ出来る理⏤の一つとして、紙芝居の演じ手が、紙芝居舞台の⬥に❧つこと

がᣲࡆられる。観客である乳児が興味を持つኌと㢦（演じ手）と、絵が同じ᪉ྥであるⅭ、絵を見

ながら話を⪺くという絵本では難しいことが、紙芝居では乳児にも⮬↛できたといえる。絵本では、

文をㄞんでいる最中のㄞみ手と⪺き手の┠がྜうことはないが、紙芝居は、観客と┠をྜわせなが

ら演じることが出来る。 

 筆者が紙芝居『ごろん』を演じる㝿にまず心がけたことは、間である。言葉と言葉の間、ᢤきの

タイ࣑ンࢢを演じ手だけで行うのではなく、観客（幼児、乳児だけでなく、母親やボランティアの

᪉ࠎ（大人）をྵむその㒊ᒇのすべての人）のẼ持ちに意㆑をྥけ、྾をྜわせて㐍めていくよ

う心がけた。間をとりながら、㠀言語のࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをとっていたといえる。演じている最

中に、乳幼児は㠀言語ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンのྡ手であることにẼ࡙かされた(注4)。間によって一場

面、一場面㐍むごとに、集中が㧗まっていくのが感じられた。 

 紙芝居は、演じ手と観客がྥきྜうというスタイルであるため、演じ手と観客が、㠀言語の࣑ࢥ

 。ンをとることがྍ⬟なのであるࣙࢩーࢣࢽࣗ

 筆者が演じた時、乳児たちは母親の⭸の上でᏳ心した≧ែで、演じ手である筆者の⾲を見、時

折⚾と┠をྜわせながら、言葉の㡪きと絵をྜわせて楽しんでいた。㉥ちゃんを抱く母親が紙芝居

に興味を持ち楽しんでいることも大きくᙳ㡪しただろう。また、同じ㒊ᒇにいた、Ṍくことができ、

言葉を用いる事が出来る年上の幼児たちが、じっと紙芝居に見ධっている様子や㞺ᅖẼも、乳児が

紙芝居の絵に興味をもつことにᙳ㡪していたようだった(注5)。同じ時と場所をඹ有する集団で見る

紙芝居ならではのຠᯝではないだろうか。 

（㸲）乳児の物語ாཷ 

 『ごろん』は、⧞り㏉しが多用されたわかりやすいᒎ開であるが、そこには物語性がある。一༉

のࡡずみがひなたࡰっこしていると、⧞り㏉しの言葉をいながら一場面ごとに᪂しい௰間がやっ

てくる。しかし、㸲場面になると、✺↛びがⓏ場し、それまで⧞り㏉されていたࣜࢬムがኚわる。 
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脚本はḟのようになっている。 

１場面「ࡡずみさんが ごろん（ࡠきながら）うさࡂさんも」 

㸰場面「ごろん（ࡠきながら）たࡠきさんも きて」 

㸱場面「ごろん（ࡠきながら）あらあら びさん」 

㸲場面「にࡻろん㸽いえいえ びさんも ごろん」（ᘬ用6） 

というように、びという␗㉁な⏕物のⓏ場にྜわせ、言葉にもኚ化を与え、意እ性を⾲出してい

る。またᑠさな一༉のࡡずみからጞまり最後は࣐ࢡという大きな動物までḟ第に大きさが大きくな

りながら（びを㝖く）௰間がቑえていくᒎ開は、画面をᢤくᗘに動物がቑえていく絵がおもしろ

さをᙉㄪし、観客をわくわくさせる。紙芝居の絵は、ヲ⣽なᥥなどはせず、そࡂⴠとされた࣏イ

ンࢺのみを⾲⌧するഴྥがあるため、このኚ化がどぬⓗに伝わりやすい。最後の８場面の絵は、ኴ

㝧のୗ、のんびりごろんとする༉がಠ▔でᥥかれている。一༉からጞまった物語の大団を༳㇟

࡙ける。（文ᮎのᅗ『ごろん』を参↷） 

 観客にᑐして紙芝居の画面と演じ手が同じ᪉ྥにいるからこそ、乳児も言葉の㡢を楽しむだけで

なく、⪥で⪺きながら┠でお話の㐍みを実感し、絵によってᙉㄪされた物語も感じることが出来た

のではないか。 

௨上のように、紙芝居のスタイルと作ရの特ᚩが┦まって、㸲、㸳か月の乳児も『ごろん』を楽

しめたのだといえよう。 

 乳児が言葉を獲得するためには、前言語期のかかわりが大ษであるという。 

「保育所保育ᣦ㔪」の保育ෆᐜの言葉に関わる㡯┠、すなわち「第 3章保育のෆᐜ㸭1 保育のࡡら

いཬびෆᐜ㸭 ᩍ育に関わるࡡらいཬびෆᐜ㸭࢚ 言葉」に♧されている、ࡡらいճには「᪥ᖖ⏕άに

ᚲ要な言葉がศかるようになるとともに、絵本や物語などに親しみ、保育ኈ等や達と心を通わせ

る。」とある。しかし、ඛに㏙べたように、絵本を楽しめるようになるにはある⛬ᗘの時間とᡂ長が

ᚲ要である。 

紙芝居は、観客が一⥴に物語を楽しもうとする観客௰間（母親や少し年長の子ども）のᙳ㡪のも

と、演じ手と┠と┠をྜわすことで⏕まれる㠀言語ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンによって心を通わせながら、

絵の力と言葉の┦ຠᯝによって、物語に親しむことが出来る⤌みをෆໟしている。紙芝居は、

前言語期の乳児に、言葉の発達に有用な≧ἣを出する事が出来るといえよう。 

 他᪥、紙芝居『こんにちは』（脚本㸭ෆ⏣㯌ኴ㑻࣭絵㸭ᒣ本♸ྖ 童心社 2009）を同じ場所で

␗なる親子の前で、演じたときも0歳児の観客は、紙芝居を楽しんでいたこともሗ࿌しておく。 

㸰㸬物語紙芝居と乳幼児の言葉の獲得 

（１）絵本と紙芝居―紙芝居『ふうちゃんのそり』について   
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 紙芝居を楽しむのは、前言語期の乳児だけではない。言葉を獲得しጞめた子どもたちにとっても、

㨩力ⓗな児童文化財だ。前章で確認した、紙芝居がෆໟするしくみは、ᡂ長ẁ㝵によりまだ一人で

は興味を持てない作ရにも興味を抱くことをಁす等の特ᚩがあり、幼児期の子どもにとっても、言

葉の発達、物語ாཷにᙺ❧つと考えられる。本章では、紙芝居の脚本に注┠して、さらに幼児の言

葉の発達と紙芝居の関係を考察したい。 

 紙芝居『ふうちゃんのそり』（脚本㸭⚄ἑ利子࣭画㸭ᱵ⏣ಇ作 童心社 1985）は、童心社࣋ス

 。ン第一集（１㸮ᕳ）に所された人Ẽのある作ရだ。あらすじは௨ୗの通りであるࣙࢩࢡࣞࢭࢺ

 ふうちゃんは、まだᑠさいことを理⏤に、おにいちゃんのそりにせてもらえない。そこで、お

じいちゃんにお㢪いし、⮬ศ用のそりを作ってもらう。出来あがったそりを持って㞷のᒣ行った

ふうちゃんは、ふもとを┠ᣦしてりጞめる。すると、そりは、どんどんスࣆードを上ࡆ、ඡより

も᪩くり、ษりᰴにあたって舞い上がり、㇂ᗏにⴠちてしまう。㇂ᗏで、ひとりࡰっちになった

ふうちゃんが、ኚなኌのうṌいて行くと、そこには╀中の࣐ࢡの親子がいた。ふうちゃんは

一ᬌ、࣐ࢡさんたちの所でᬮかく㐣ごし、よくᮅ、ふうちゃんを᥈しにきたおじいちゃんと出う。 

この作ရは、1981年発行『そりにのって』（文㸭⚄ἑ利子࣭画㸭平ᒣⱥ୕ くまのえん㸰 童

心社 1981）を紙芝居化したものだ(注6)。また、絵本『そりにのって』は、1961年に、月ห絵本こ

どものとも12『そりにのって』（さく㸭⚄ἑ利子࣭え㸭ᮌಇ子 ⚟㡢㤋᭩ᗑ「母の」絵本69 ）

をᨵ⦅したものとなっている。 

 本稿ではこの୕作を比較し、紙芝居だからこそ育むことが出来る言葉の発達について考察する。 

（㸰）絵本と紙芝居㸫文章と脚本㸸⮫場感 

 こどものとも∧『そりにのって』、くまのえん∧『そりにのって』、紙芝居『ふうちゃんのそ

り』は、スࢺーࣜーに大きな㐪いはない。␗なるのは用される言葉や⾲⌧である。 

  ึめに、作ရのෑ㢌㒊の本文をᘬ用しながら比較する。（本文ᘬ用時のᩳ⥺は、ᨵ行を♧す） 

a) こどものとも∧『そりにのって』と、くまのえん∧『そりにのって』（㸰作ရは同じ文章） 

  ふみちゃんは、やまの こどもです。㸭ふࡺやまは ࡺきで きらきら、㸭やまは、そりすべ

りの こどもたちで いっࡥい。㸭「にいちゃん、あたしも のせて。」ふみちゃんが たのん

でいます。（ᘬ用7）（ୗ⥺は筆者） 

絵本のෑ㢌のୗ⥺㒊は、そのページの絵にᥥかれている少ዪのㄝ᫂だ。これからጞまるのは、ᒣ

の子どもふみちゃんの物語であることが、ᙉㄪされている。また、ページの絵を═めながらᒣの子

どもの⏕άをീしていく時間をもたらす一文ともいえる。 

b) 紙芝居『ふうちゃんのそり』 

ձ㸭きらきら ひかる ࡺきの やまは、㸭どこもかも そりすべりの こどもたちで㸭いっ
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いです。㸭（ふうちゃん）「おにいちゃーん。㸭わたしも そりに のせてよ」㸭ふうちゃんࡥ

が たのみました。（ᘬ用8）（ୗ⥺は筆者） 

 主人බのྡ前が、「ふみちゃん」から「ふうちゃん」にኚ᭦されている。ኌに出してびやすく、

⪺きྲྀりやすいྡ前になった㡢にこだわったኚ᭦であろうか。  

 紙芝居のෑ㢌のୗ⥺㒊は、物語のጞまる場所を⮫場感ある⾲⌧で♧している。主人බは⤂され

るのではなく、᫂るくඖẼな年少の少ዪの台モで⾲⌧され、それはふうちゃんだとῧえられる。観

客は、ᒣの子どものような特ูな᮲௳のないふうちゃんに、⮬ศを㔜ྜࡡわせて作ရୡ⏺にධり込

めるようになっている。 

この場面では、絵本、紙芝居の᪉に同じෆᐜの話文がある。絵本の「にいちゃん、あたしも 

のせて。」は、ふみちゃんが、せてと㢗んでいることが伝わるだけであるが、紙芝居の「おにいち

ゃーん。㸭わたしも そりに のせてよ」は、ふうちゃんの性᱁や様子、この時のẼ持ちがീし

やすい、⏕άにᐦ╔した⏕きた台モになっているといえる。 

（㸱）絵本と紙芝居㸫文章と脚本㸸እ言とෆ言  

 ḟに、ふみちゃん（ふうちゃん）の㢪いがྔわず、そりが行ってしまう場面を比較する。   

a) こどものとも∧『そりにのって』と、くまのえん∧『そりにのって』（㸰作ရは同じ文章） 

  なのに、びࡹう――㸭にいちゃんの そりは いってしまいます。（ᨵページ） 

うち かえった ふみちゃんが㸭おじいさんに たのんでいます。㸭「おじいちゃん。

（㸭㸸くまのえんのみ）あたしにも、そり つくって。」（ᘬ用9）（ୗ⥺は筆者） 

絵本では、ちゃんのそりがいってしまってから、ふみちゃんがおじいさんにそり作りを㢗むま

で、心理ᥥなどのㄝ᫂がなく、ページのめくりがあるだけだ。さらにୗ⥺㒊の文には┠ⓗ語がな

い。めくりの時間と、このページのᮌᕤ〇作をするおじいさんやふみちゃんの絵を手がかりに、

ീをᕠらすような作りになっているようだ。 

b) 紙芝居『ふうちゃんのそり』 

     なのにおにいちゃんは、㸭―さっとࡠきながら―㸭ࡹࡨうー 

  ղ㸭って、いってしまいました。㸭(ちࡻっとの間)㸭（ふうちゃん）「おにいちゃんの いじわ

るっ。㸭あたし すべれるのに͏͏㸭あたし なかないのに͏͏㸭(ちࡻっとの間)㸭あっ、そう

だ。㸭いいこと かんがえた。㸭おじいちゃんに たのもうっと͏͏。」㸭―ࡺっくりࡠく― 

  ճ㸭（ふうちゃん）「おじいちゃん。」㸭うちかえって、ふうちゃんは㸭たのみました。㸭

（ふうちゃん）「ࡡえ、あたしにも そり つくって」（ᘬ用10）（ୗ⥺は筆者） 

紙芝居では、絵本にはないふうちゃんの心の中が言葉となって⾲されている。観客に伝わる時

は、演じ手のኌで伝えられるが、ୗ⥺㒊はෆ言であろう。なぜならこの場面の画は、㐲くにっ
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ていくを見㏦るふうちゃんの後ろጼが࣓インだからだ。（文ᮎのᅗ『ふうちゃんのそり』㸰を参

↷） 

子どもはまずእにྥかう言葉、እ言を習得し、ḟにᚎࠎにᛮ考の手ẁであるෆ言を得ることと

なる(注7)。まだ、ෆ言を持たない幼児であっても、ふうちゃんのෆ言を体験できると言えるので

はないか。絵本が、ෆ言をうながす時間を作り出しているのにᑐし、紙芝居は、ෆ言をල体ⓗに

♧しているといえる。 

（㸲）絵本と紙芝居㸫文章と脚本㸸ㄞ者と観客 

続いて、ふうちゃんがおじいさんに㐀ってもらったそりで、㞷ᒣをりおりる場面を比較したい。

この場面は、こどものとも∧にᥥのグ㏙が多いという、くまのえん∧との㐪いがあるが、本稿

ではくまのえん∧を中心に比較する。 

a) くまのえん∧『そりにのって』 

ふみちゃんの そり、すべる すべる。（ ᨵページ）うさࡂと かけっこ。（ ᨵページ）しか

と かけっこ。（ ᨵページ）きの きりかࡪを じゃんして、㸭はやしの とんࡡる くぐ

って、㸭ふみちゃんの そり、はやい はやい。㸭（こどものとも∧はここに１ページศそり

りのᥥがධる）どこまで いくのかな、ふみちゃんの そり（ᨵページ）あーっ。ࡹࡨー

んと そらに まいあがった。（ ᨵページ）たにそこの ࡺきが、むくむく うごいて、㸭ふ

みちゃんが あたまを だしました。㸭「わあ、こんな ところに おっこちて㸭しまった

わ。」㸭くらい しずかな たにそこは、㸭だれもいない  ひとりࡰっち͏͏͏。㸭おや、ん

な こえが します。ぐうううう――ごおおおお――��（ᘬ用11）（ୗ⥺は筆者） 

絵本∧は、ふみちゃんのそりがっていく様子を、࣓࢝ラでしているようにᥥしている。ど

Ⅼはあくまで、この物語をእから═める、絵本の絵を═めるㄞ者の置だといえる。ୗ⥺㒊は、ㄞ

者とふみちゃんの❧場の㐪いをはっきりとさせる一文だ。 

b)  紙芝居『ふうちゃんのそり』    

յ㸭すべるすべる、㸭ふうちゃんのそり。㸭やまを くだり、はやしを くぐり、㸭ࡹࡨう

 ―くࡠう…………㸭―さっとࡹࡨ…………

ն㸭うさࡂが ࡻࡨん ࡻࡨん はしって、㸭ふうちゃんの そりと おいかけっこ。㸭（う

さࡂ）「ふうちゃんに まけるもんか。㸭そら ࡺけ、おいつくࡒ」㸭でも、ふうちゃんの そ

り、うさࡂよりはやい はやい。㸭（ふうちゃん）「おーい、うさࡂちゃーん、ついといで

ー、」㸭ࡹࡨう㹼ࡹࡨう㹼㸭すべる、すべる。ふうちゃんのそり。㸭3ศの1までࡠきながらー

㸭（ふうちゃん）「あっ㸟きりかࡪ。」㸭―のこりをさっとࡠきながら―㸭そのとたん、ジャンࣉ

して、 
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  շ㸭ࡹࡨ―――ん㸭ふうちゃんの そり、そらに㸭まいあがった。㸭―さっとࡠきながら―㸭

（ふうちゃん）「わっ!」（おどろいて） 

  ո㸭たにそこ そりごと㸭おちてしまいました。㸭そとはまっくら。㸭ふうちゃんは ああ、  

ひとりࡰっち。㸭（間）㸭（くま）「ぐうううう…………ごおおお………。（ᘬ用12）（ୗ⥺は筆

者） 

 紙芝居は、ふうちゃんの⬟動ⓗな様子が話文を用いてᥥかれる。ふうちゃんと一⥴に観客も

り㝆りる感ぬだ。それを、㢧ⴭにしているのが、ୗ⥺㒊のᨃ㡢語だ。㡢からもスࣆードや様子がイ

࣓ージでき、⮫場感がἛく。 

 この場面は、物語のᒣ場、フンタジーのධりཱྀとしても㔜要なᙺを持っている。 

 絵本では、ఱがきっかけでそりが✵に舞い上がってしまったのかわからない。絵には㞷ᒣの⾲面

が㐲くୗにᥥかれているので、とても㧗く舞い上がったように見える。（文ᮎのᅗ『そりにのって』

㹮20㹼21参↷）しかし、ページをめくるとすぐに、㞷の中から㢦を出したふみちゃんの様子がᥥ

される。「わあ、こんな ところに おっこちて㸭しまったわ。」という台モは、⊂り言ともෆ言と

もとれるが、⮬㌟を෭㟼に見つめ、ᅔᝨしたり、えたりする様子はᙉく伝わらない。絵には、ᬯ

い⫼ᬒがᥥかれているが、㞷から㢦を出したふみちゃんの様子は、驚␗の⾲も᥍えめで⌧実の続

きに見える。（文ᮎのᅗ『そりにのって』㹮22㹼23参↷） 

 紙芝居では、そりでるふうちゃんと➇தするうさࡂさんが、話しかけてきて話をする場面が

ある。とても᪩くるそりはそのスࣆードにって、フンタジーのධりཱྀྥかっていくようだ。

3ศの1だけ画面をᢤき、ษりᰴを見せ、ふうちゃんがྉんだとᛮうと、ṧりの画面がさっとᢤかれ、

✵中に舞い上がったふうちゃんのそりが♧される。「ࡹࡨ―――ん。」そりが✵を舞って㝆りていく時

間と様子がこの言葉によって♧される。フンタジーのୡ⏺の᪑❧ちといってもよいだろう。そ

して、ふうちゃんの「わっ!」というኌで、ふうちゃんも観客も、フンタジーのୡ⏺฿╔する。 

 この場面の画はとても༳㇟ⓗだ。（文ᮎのᅗ「ふうちゃんのそり」８を参↷）㞷㝆るⷧᬯがりの⫼

ᬒ、その┿ん中のうっすらス࣏ッࢺライࢺがあたったようなගの中にふうちゃんが一人ṇ面をྥい

て❧っている。その⾲は࿈↛とでも言おうか。ふうちゃんの台モはなく、「そとはまっくら。㸭ふ

うちゃんは ああ、ひとりࡰっち。㸭（間）」とある。この（間）は、演じ手と観客とふうちゃんが、

このᛮいがけない出来事をඹ有する時間だ。絵本と比べると、ふうちゃんの体験が観客の体験にኚ

されやすくなっているといえる。 

 続く、くまのᐷᜥの㡢も、絵本では、「ኚなኌがします」とㄝ᫂してからᨃ㡢語がはいるが、紙芝

居では、ᨃ㡢語が、くまの台モとなってまず伝えられ、その㡢にふうちゃんがẼ࡙き「あれっ、ኚ

なኌ」と言う。観客のどⅬとふうちゃんのどⅬは㔜なるように出来ている。 
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 この後、ふみちゃん（ふうちゃん）は、╀中のくまといっしࡻにᐷるのだが、絵本の᪉のくま

は、ᐷᜥでࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをとるのみだが、紙芝居の中のくまは、╀そうに言葉を話す。紙芝

居は、ふうちゃんが฿達したフンタジーのୡ⏺を⾲⌧し、絵本よりドラ࣐ティッࢡな作りになっ

ている。 

 作者の⚄ἑ利子は、「⇃という動物にᑐしては一✀特ูなẼ持ちがあります。⇃って「⚄話ⓗな人

間」って感じがするんです。（中␎）座ᩜにあった࣐ࢢࣄの㔠Ⰽのẟ⓶の手ゐりがよみがえってか

しくなるとか、さまࡊまなᛮいが㔜なって、⇃は⚾にとって㌟㏆なᏑᅾでありながら⚄⛎ⓗなᏑᅾ

です。（後␎）」(ᘬ用13)と㏙べている。 

ふうちゃんが体験する「ふかふか けがわの かあさんぐまに だかれて ࡡました。」という危

ᶵ⬺出᪉ἲは、作者の᰿ᗏにある⇃の⏽ᩗが作り出したフンタジーなのである。紙芝居は、観

客が、このフンタジーୡ⏺を体験するように楽しむことが出来る脚本となっている。 

 これまで見てきたように、同じスࢺーࣜーであっても、絵本と紙芝居では、用される言葉や⾲

⌧、伝え᪉が␗なっていた。そしてこれらの㐪いは、絵本のㄞ者と物語の主人බやⓏ場人物の関係、

紙芝居の観客と物語の主人බやⓏ場人物の関係にᙳ㡪しており、それࡒれ特␗な関係を出してい

る。紙芝居のうが、ாཷ者が⮬㌟を㔜ࡡやすく、物語の中にධりやすいと言えるだろう。 

このため、紙芝居にでてくる言葉は⏕きた言葉となり、乳幼児の言葉の発達をಁすことに大きく

ᙳ㡪すると考えられるのである。 

お わ り に 

 人間は⏕まれながらにࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをとる社性のあるᏑᅾだ。あかちゃんが言葉を獲得

していくのは、ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをᮃむからにかならない。乳幼児が言葉を獲得するためには、

前言語期の間に様ࠎなࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをかわす事が大ษである。紙芝居を見ているとき、観客

は、演じ手と㠀言語のࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをわしながら、⮬㌟のୡ⏺௨እの刺激にゐれることが

出来る。さらに、⮫場感をともなった⏕の言葉のእ言とෆ言にゐれることができる。物語をすこ

とで観客である乳幼児は、大人のධなしに⮬⏤にそれらの言葉を感じることが出来るのである。 

紙芝居が出するこれらの≧ែは、乳幼児にとって言葉の発達に有用だとᣦしたい。しかし、

この≧ែを作り出すためには、紙芝居の演じ᪉も大きなᙺをもつ。演じ᪉についてのさらなる◊

✲がᚲ要であろう。さらに子ども⮬㌟が、⏕きた言葉で出来ている紙芝居を演じることにより、言

葉の発達をಁすことにつながるྍ⬟性についても◊✲すべきである。 

 回ྲྀり上ࡆた、紙芝居『ふうちゃんのそり』と絵本『そりにのって』の比較については、本稿

でศᯒをᑾくしたとは考えていない。紙芝居の脚本と絵本の文章の特性とཷᐜ者との関係は興味῝

いものがある。᪂たなᶵにさらなる◊✲を῝めたい。 
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注㔘 

（１）童心社ホームページ https://www.doshinsha.co.jp/product/kamishibai.php 参↷2017.10.14 

（㸰）さいたま子ども文化◊✲所主ᐓ。1993年に、ᅜྛᆅで紙芝居の実演と作のຮᙉをしてい

る人の◊✲とὶの場として、紙芝居サ࣑ッࢺを❧ち上2017、ࡆ年までに22回を開催、ㅮᖌ

もົめる。「すてきなともだち」（童心社 2018）など紙芝居࣭その他のⴭ作も手がける。 

（㸱）ᚫỌ‶理 ㉥ちゃんにどんな絵本をㄞもうかな 乳児保育の中の絵本のᙺ かもがわ出∧ 

2009 第一章0歳児の発達と絵本の㑅᭩とㄞみ⪺かせ（㸱）ㄞみ⪺かせの実㝿 

（㸲）乳児は6ࣨ月ごろから、ますます⎔ቃに関心を持ち、ときには見័れたࣃーࢼࢺーだけでなく

⎔ቃ中のかの事物関心を⛣していく。ᑠ᳚たみ子㸭ᑠᒣṇ㸭Ỉ㔝ஂ⨾ 乳幼児期のこと

ばの発達とその㐜れ ࢿ࣑ルࣦ᭩ᡣ 2015 㸱 ㉥ちゃんはことばがでる前に㣴育者とど

んなやりとりをしているか㸽㸫ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン⬟力の発達（㸱）つ๎性や驚きを楽しむ

 ン―�ࣨ月ごろ 㹮25ࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗࢥ

（㸳）㸰㸬㸱ࣨ月の乳児は࢝ࢽ࣑ࣗࢥティࣈのやりとりの中で足、発ኌ、จど、⾲など、㌟で

行動する。この動ⓗなཎ話は、┦ⓗであり乳児はά発にこのཎ話に参加している。

ᑠ᳚たみ子㸭ᑠᒣṇ㸭Ỉ㔝ஂ⨾ 乳幼児期のことばの発達とその㐜れ ࢿ࣑ルࣦ᭩ᡣ 

2015 p24 

（㸴）2002年㸴月㸰㸳᪥㸵ๅ発行の「ふうちゃんのそり」には「この作ရは１㸷８１年発行「そり

にのって」（童心社ห）を紙芝居化したものです。」と᫂グされている。 

（㸵）㇂⏣㈅බ࣭┘ಟ 中㔝⏤⨾子࣭⚄ᡞὒ子⦅ ᪂࣭保育ෆᐜࣜࢩーࢬ 言葉 一⸤社 2010

㹮10 

ᘬ用文⊩ 

（１）ᚫỌ‶理 ㉥ちゃんにどんな絵本をㄞもうかな 乳児保育の中の絵本のᙺ かもがわ出∧ 

2009 p41 

（㸰）ᘬ用（１）に同じ p49 

（㸱）ᑠ᳚たみ子㸭ᑠᒣṇ㸭Ỉ㔝ஂ⨾ 乳幼児期のことばの発達とその㐜れ ࢿ࣑ルࣦ᭩ᡣ 

2015 p19 

（㸲）ᘬ用（㸱）に同じ p24 

（㸳）㇂⏣㈅බ࣭┘ 中㔝⏤⨾子㸭⚄ᡞὒ子⦅ ᪂࣭保育ෆᐜࣜࢩーࢬ 言葉 一⸤社 2010 

㹮10 

（㸴）脚本࣭絵 ひろかわさえこ ┘ಟ࣭୕▼▱బ子 ごろん 童心社 2004 

（㸵）さく࣭⚄ἑ利子 え࣭ᮌಇ子 そりにのって 月ห絵本こどものとも12 「母の」絵本
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69 ⚟㡢㤋᭩ᗑ 1961 p1 

文࣭⚄ἑ利子 画࣭平ᒣⱥ୕ そりにのって くまのえん㸰 童心社 1981 p1 

（８）脚本࣭⚄ἑ利子 画࣭ᱵ⏣ಇ作 ふうちゃんのそり 童心社 1985 1場面 

（㸷）ᘬ用（㸵）に同じ p1、p2 

（１㸮）ᘬ用（８）に同じ 1場面、2場面、㸱場面 

（１１）ᘬ用（㸵）に同じ p4、p5、p6、p7、p8 

（１㸰）ᘬ用（８）に同じ 㸳場面、㸴場面、㸵場面、８場面 

（１㸱）子どもとㄞ᭩ 特集㸸⚄ἑ利子の作ရୡ⏺ 㸳㸭㸴月号（㸱８１号） 親子ㄞ᭩ᆅᇦ文ᗜ

ᅜ㐃⤡ 2010 p1㸳 

参考文⊩ 

ࣘࣜイ࢝ ⥲特集㸸絵本のୡ⏺ 第34ᕳ第㸱号（通号456号）㟷ᅵ社 2002 

᭮ಙ一 保育と言葉 保育者と子どもの心のᯫけᶫをồめて ᫂▼᭩ᗑ 2003 

岡本ኟᮌ 幼児期―子どもはୡ⏺をどうつかむかー ᒾἼ᭩ᗑ 2005 

᪥本児童文学 特集㸸絵本テ࢟スࢺ考 㸱࣭㸲月号 ᑠᓠ᭩ᗑ 2017 

子どもの文化 特集㸸紙芝居の、これから 第49ᕳ1号通ᕳ549号 子どもの文化◊✲所 2017 

絵本 BOOKEND 2017 通ᕳ14号 絵本学 2017 
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